
乳業用洗剤および殺菌剤の残留がT T C  

迅速法の倹出結果におよぼす影響  

家事都 飼養場一室 遠畑  菟  

1． 目 的   

牛乳申の抗生物質の検出にほ従来より乳酸菌Streptococcus thermophilu＄の   

発育度を一r．T．Cを指示薬として測定するT．T．C試験法がおこなわれてきている。このT．   

T．C原法は測定所嘆時間2時間50分、また検虻感度D．05－0．041uパI11と実用上二三  

の問嶺をかかえていたが、その後芽胸形成菌8aci11u8 Stearothermophilus   

r B．Calidolactis）を供就菌株とし時間的にも信煩鹿においてもr測定所嬰時間55   

分、検出感度0．O O51tl／布11）すぐれたT．T．C迅速法が開発された．   

そこでこのT．T．C迅速法において常用搾乳用器具機械の殺菌剤あるいは洗浄剤が検査結果  

にあたえる影響を明らかにするn なおこの迅速法も供試牛乳検体を、菌珠の培養源とするため  

検体の成分組成曹こよって菌の発育度が左右されるといわれるので、この検体をもちいて同時に  

ベーパー・ ディスク法によって比較検討をおこなりた。  

2．方 法   

（1JT．T．C迅速饉  

ア．供試菌  

Baci1111S StearOthermophilus Var．B calidolactis c 955   

イ．増殖用培地  

酵母エキス1タ、トリプ1ン2ク、グルコース0．D5タ、蒸留水10Dml  

最終P・月：71＋ロ．1  

ウ．検出方法  

占 2 0C に冷却  

■r∴r．C（A角藤釈液  dl－d2℃1□  

恒 温 槽  添加0．5ml  

（2）ディスク弦  

食品衛生学雑誌東11巻苓5号のBaci11tlS Calidolactis を使用Lたベーパー  

ー9一   



ディスク法曹こよる牛乳中のペニシリンの検出法について一腰田■津郷1970）の方法に準  

拠し丈二∩   

（5）供試検体および薬剤  

牛乳については場産新鮮健康牛乳を用い、薬剤虹ついてほ当場において常用しているバコ   

マ「殺菌剤）デーリークけ－ナー、エクリンゾール、エクりン12号を1［0，25D，   

50ロ，750，10D O，2000倍に牛乳で稀釈して検体七した。  

5．試験成療   

（1）T．‘r．C迅速法の発色成績  

稀 釈 倍 率  
製  品  名   備  考  

常  用                   使用倍率  100  25口  50［  75D  1000  2000   

ェクリ ンブール  500  ＋  ＋  ＋  ＋  ＋   ＋  

エグIJソ12号  100  ＋  ＋  ＋   ＋  

テL－り－クリーナー  500  ＋※  ＋※  ＋  ＋   ＋  

′ヽ     コ     マ  500－  ＋  

100D  

＋・‥発色  妓‥・薬剤の作用による発色  

似 べ－パーティスク成緩  

常用  
製  品  名  

使用倍率      100   

エクリ ン∵′－・ル  500  

エクリン12号  100  1．2   

デーリーク1ノーナー   500  1，1   

′ヽ     こ】     マ  5Dロ・・、   ●  
1DOO  

ベーパーディスク8m使用  

4．考察とまとめ  

（1J′r∴r．C療法は57℃でおこなうが迅速法は占1－占2■cでおこなわれ雑菌汚染の危険も  

すくな〈、他の細菌の影響も排除できるためT．T．C原法における発色に比べバコマにおい  

て特に鏑い感度をしめした。  

また、エクリ：ン12号においても良好な感度をしめしたがデー1ノークリーナーでは院法と  

ー・・10－   



変らずェク1Jン′ブールで－まややおとった成槙となっている。r原法の成績ほ日本乳業技術協  

会発表成績による）  

（2）薬液自体の影響－こよる発色はデー1）－クリーナーの250倍液まで認められたが他では認  

められなかった。   

（5Jペーパー・ ディスク法における成績もT．T．C迅速法の結果とよく一致していた。  

（dj r，T．C除法における成績とやや興った成績が得られたのは前者が10％滅菌脱脂乳を使   

用した成績であり本成績は新鮮健康牛乳を使用したもので、その牛乳中の脂肪無脂固型分等  

乳質の棉達にもとづくものと考えられる。  

（5）いずれにしろこれら洗剤・殺菌剤の常用使用倍率からいって実際には定一こ牛乳によって稀   

釈されるので、殆んどT．′r．Cの反応には影響をおよぼさないことは明らかである。   


